
施策
0401 まちの整理・整頓と機能的なまちづくり

　伊達市は、まちの中心に各種機能の集まった「コンパク
トなまちづくり」を基本として、道路や公園などを計画的
に整備してきました。しかし、近年は人口減少や少子高
齢化などの影響により、空き家や空き店舗が増加するな
ど、まちなかが空洞化する恐れがあります。空洞化が進

むことは、地域の活力やコミュニティ※1 が失われること
につながるため、持続可能なまちづくりの観点から、人
口や産業の規模にあわせてまちの整理・整頓を行い、機
能と効率を重視した土地利用、道路整備、住環境整備
等を図る必要があります。

※1 �コミュニティ：P6参照用語解説

と現状 課題

　規模にあわせたまちの整理・整頓を進め、効率的で機能的なまちづくりを目指します。

 都市と自然が調和するコンパクトなまち 
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※1 �バリアフリー：P30参照用語解説

　高齢者や障がい者も含めた
あらゆる方が利用する施設や、
それらを結ぶ経路の一体的な
バリアフリー化を計画的に促進
します。

05
バリアフリー※1 化

の推進

　公的住宅の整備や、増加が
見込まれる空き家、宅地の不
足への対策として住宅・宅地の
流通促進支援を進め、安心し
て生活できる住環境の整備を
図ります。

04
住宅・住環境の整備

　日常生活や都市の活動を支
える道路や橋梁の整備を進め、
利用者が安心して利用できる
よう適正な維持管理を行いま
す。

02
道路網の充実

　自然や美しい景観を守りなが
ら、歴史や地域特性を生かし、
利用者のニーズに合った公園・
緑地の整備を進めます。

03
市民ニーズに適した 
公園・緑地の整備

　自然環境の保全や農業地域
との調和に配慮しながら、まち
全体の構造を見直し、生活の
利便性を向上させる取組を進
めます。

01
都市地域の適正配置

な必要 取組
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施策
0402 居住環境の整備と地域環境の保全

※1 �ライフライン：電気、ガス、水道等の生活に必要なインフラ設備用語解説

　現代社会においては、より充実したライフライン※1 が
求められると同時に、潤いや安らぎのある居住環境を望
む声が高まっています。そうしたニーズに応えるために、
日常生活に必要不可欠な水道や、衛生的な居住環境を
維持するために必要な下水道などの衛生関連施設の整

備・維持管理を進めます。
　また、温室効果ガスの排出抑制や、身近な地域環境
美化活動の啓発・促進など、地域環境の保全を図る取組
が必要です。

と現状 課題

　豊かな自然や地域環境を守りながら、衛生的で安心して暮らすことができるまちを目指します。

 居住環境の整った、クリーンなまち 
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※1 �合併処理浄化槽：し尿と生活雑排水（台所、風呂、洗濯等に使用した水）を戸別にまとめて処理する浄化槽用語解説

　化石燃料由来による二酸化
炭素排出量を削減するため、
省エネ行動によるエネルギーの
使い方の見直しや、エネルギー
源の多様化への理解を深める
など、意識の醸成を図ります。

05
低炭素社会の構築に
向けた思想の普及

　ごみの減量・分別の徹底を図
るため、ごみの適正排出・適正
処理の啓発を進めるとともに、
ごみの発生抑制、再使用、再
利用への意識高揚に関する取
組を進めます。

06
循環型社会の構築

　地域住民が快適で衛生的な
生活が営めるよう、ごみ出し
ルールの周知やマナーの徹底、
ペット飼育者のモラル向上や身
近な自然環境の大切さ、生物
多様性への気づき等に関する
周知・啓発等を通じ、地域の良
好な環境整備と美化意識の高
揚を図ります。

04
身近な地域環境美化

の推進

　家庭や事業所からの汚水を適
切に排除し、快適な生活環境を
確保するとともに、河川等の水
質保全のためにも公共下水道
施設の計画的な整備・管理を進
めます。また、浸水被害防止の
ための雨水排水施設の整備や、
下水道処理区域外への合併処
理浄化槽※1の整備
促進を図ります。

02
公共下水道等の整備

　墓園については、利用者の
利便性に配慮し、衛生的利用
を促す維持管理を行います。ま
た、火葬場については、現在
の施設の老朽化が著しいため、
将来の利用に配慮した施設の
整備を進めます。

03
衛生関連施設の充実

　安全かつ安定的に水を供給
するため、水道管や水道施設
の計画的な整備・管理に努める
とともに、経営の安定化を目指
します。

01
安全でおいしい

水の提供

な必要 取組
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施策
0403 公共交通網の確立

�※1 �ライフモビリティサービス：あらかじめ登録を行った会員が電話などで予約を行うことで、自由にまちなかの
移動ができる予約制、乗合制の地域交通システム

※2 �会員制乗合タクシー：あらかじめ登録を行った会員が電話などで予約を行うことで、同じ方面に向かう人と
一緒に利用するタクシー

※3 �ドア to ドア：自宅から目的地まで直接届けること

用語解説

　車社会の急速な発達により、自家用車の保有台数が
増える一方、公共交通の利用者は年々減少傾向にありま
す。路線バスは市民の身近な移動手段であり、特に国
鉄胆振線代替バスは、大滝区と伊達地域を結ぶ唯一の
公共交通ですが、この運行は国・道・市の補助で支えられ

ているのが現状です。
　また、鉄道の維持についても全道的な課題となってお
り、今後、さらに高齢化が進行していく中で、市民の日
常生活の移動手段の確保は、より一層重要となっていま
す。

と現状 課題

　市内公共交通の利用実態や
市民ニーズなどを把握し、利
用者や交通事業者等と連携を
図りながら、伊達市にふさわし
い移動手段の確保
を目指します。

01
公共交通のあり方の 

見直し
　高齢者を対象とした会員制
乗合タクシー※2（予約制）の充
実など、ドア toドア※3 の移送
サービスを基本とした高齢者の
生活の足の確保を図
ります。

02
ライフモビリティ 
サービス※1 の充実

　公共交通を維持するために
も、交通事業者と連携した積
極的な情報発信や啓発により、
公共交通の利用を促し、利用
者数の確保を図りま
す。

03
公共交通の利用促進

な必要 取組

　自家用車を運転しない人でも、自由に気軽に出かけられ
るやさしいまちを目指します。

 自家用車が無くても  
 気軽に移動できるまち 
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施策
0404 安全な暮らしの確保

　伊達市は豊かな自然に恵まれている一方で、これまで
20年から30年の周期で噴火している有珠山や大小多数
の河川など、自然災害の要因となるものも多く有してい
ます。特に、集中豪雨等による予想できない洪水災害
被害の発生など、近年の災害は複雑多様化しており、
社会の安全性に対する要求はさらに高まっています。

　災害に強いまちづくりのために、避難・救援への対処
を適切に実行できる体制を整備し、避難場所の指定や見
直しをしていくことが必要です。
　また、安心・安全な暮らしを実現するため、防犯対策
と交通安全対策を図るとともに、日常生活において消費
者被害を未然に防ぐ取組も必要です。

と現状 課題

　市民の防災意識の
啓発に努めるととも
に、災害に強い河川
や道路の整備に努め
るなど、地域防災力
の充実を図ります。

01
地域防災対策の

推進
　社会の安全性に対
する要求に応えるた
め、施設・機材の整備
を進め、消防・救急救
助体制の強化を図り
ます。

02
消防・救急救助

体制の充実
　関係機関と連携し、
地域防犯組織の支援
などによる地域ぐるみ
の防犯体制の充実や
交通安全思想の普及
を図り、安全で明る
いまちづくりを目指し
ます。

03
防犯・交通安全

対策の充実
　幅広い層に対して
消費生活に関する意
識啓発を図り、消費
者被害を未然に防止
します。

04
消費生活の 
安全・向上

な必要 取組

　防災体制や救急救助体制の強化・充実や防犯安全対策を
推進するとともに、日常の消費生活において市民の安心・
安全な暮らしの実現を目指します。

 誰もが安心して暮らせるまち 
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